
教教育育・・保保育育課課

１１ 教教育育・・保保育育事事業業

子子どどもも及及びびそそのの保保護護者者がが置置かかれれてていいるる環環境境にに応応じじてて、、子子どどもものの保保護護者者のの選選択択にに基基づづきき、、多多様様なな

施施設設又又はは事事業業者者かからら、、良良質質かかつつ適適切切なな教教育育・・保保育育、、そそのの他他のの子子どどもも・・子子育育てて支支援援がが総総合合的的かかつつ効効

率率的的にに提提供供さされれるるよようう努努めめたた。。

特特定定教教育育・・保保育育施施設設等等のの設設置置状状況況（（令令和和 年年 月月 日日現現在在））

幼幼 稚稚 園園 名名 運運 営営 主主 体体
利利 用用 定定 員員（（人人））

開開 設設 年年 月月
号号 号号 号号 計計

三三 木木 市市 立立 三三 樹樹 幼幼 稚稚 園園 三三 木木 市市

三三木木市市立立緑緑がが丘丘東東幼幼稚稚園園 〃〃

三三木木市市立立自自由由がが丘丘幼幼稚稚園園 〃〃

三三 木木 市市 立立 広広 野野 幼幼 稚稚 園園 〃〃

保保 育育 所所 名名 運運 営営 主主 体体
利利 用用 定定 員員（（人人））

開開 設設 年年 月月
号号 号号 号号 計計

三三 木木 市市 立立 志志 染染 保保 育育 所所 三三 木木 市市

認認 定定 ここ どど もも 園園 名名 運運 営営 主主 体体
利利 用用 定定 員員（（人人））

開開 設設 年年 月月
号号 号号 号号 計計

三三木木市市立立別別所所認認定定ここどどもも園園 三三 木木 市市

神神 和和 認認 定定 ここ どど もも 園園 社社会会福福祉祉法法人人

エエンンゼゼ ルル認認定定ここどどもも 園園 〃〃

一一 粒粒 園園 認認 定定 ここ どど もも 園園 〃〃

清清 心心 認認 定定 ここ どど もも 園園 〃〃

ひひ ろろ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園 〃〃

羽羽 場場 認認 定定 ここ どど もも 園園 〃〃

ええ びび すす 認認 定定 ここ どど もも 園園 〃〃

いい ずず みみ 認認 定定 ここ どど もも 園園 〃〃

自自由由ケケ 丘丘認認定定ここどどもも 園園 〃〃

ああけけぼぼ のの認認定定ここどどもも 園園 〃〃

りりんんでで んん認認定定ここどどもも 園園 学学校校法法人人

清清心心緑緑がが丘丘認認定定ここどどもも園園 社社会会福福祉祉法法人人

よよ かか わわ 認認 定定 ここ どど もも 園園 〃〃

小小 規規 模模 保保 育育 事事 業業 所所 名名 運運 営営 主主 体体
利利 用用 定定 員員（（人人））

開開 設設 年年 月月
号号 号号 号号 計計

ししんんててつつ・・みみどどりりががおおかか保保育育園園 株株式式会会社社

リリ トト ルル エエ ンン ゼゼ ルル 社社会会福福祉祉法法人人

神神 和和 ひひ まま わわ りり ルル ーー ムム 〃〃

小小規規模模保保育育所所 ひひろろのの保保育育園園 〃〃

ささ くく らら んん ぼぼ 保保 育育 園園 〃〃

小小規規模模保保育育所所ええびびすすガガーーデデンン 〃〃

事事 業業 所所 内内 保保 育育 事事 業業 所所 名名 運運 営営 主主 体体
利利 用用 定定 員員（（人人））

開開 設設 年年 月月
号号 号号 号号 計計

ポポ リリ ーー キキ ッッ ズズ ルル ーー ムム 有有限限会会社社

合合 計計
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現現況況

アア 入入所所児児童童数数（（公公立立施施設設及及びび市市外外施施設設入入所所児児童童をを含含むむ）） （（人人））

年年 齢齢 年年度度当当初初在在籍籍人人員員 年年度度途途中中入入所所人人員員 年年度度途途中中退退所所人人員員 年年度度末末在在籍籍人人員員

歳歳児児未未満満 （（ ）） （（ ）） （（ ）） （（ ））

歳歳児児 （（ ）） （（ ）） （（ ）） （（ ））

歳歳児児以以上上 （（ ）） （（ ）） （（ ）） （（ ））

合合 計計 （（ ）） （（ ）） （（ ）） （（ ））

（（ ））内内はは市市外外施施設設入入所所児児童童でで内内数数

教教育育・・保保育育給給付付費費及及びび施施設設等等利利用用給給付付費費支支弁弁状状況況

民民間間認認定定ここどどもも園園等等ににおおけけるる適適切切なな教教育育・・保保育育のの提提供供をを図図るるたためめ、、施施設設のの円円滑滑なな運運営営にに必必要要なな費費用用をを

給給付付ししたた。。ままたた、、令令和和元元年年 月月かからら施施行行さされれたた子子どどもも・・子子育育てて支支援援法法のの改改正正にによよるる国国のの利利用用者者負負

担担額額のの無無償償化化にに伴伴いい、、認認可可外外保保育育施施設設やや私私立立幼幼稚稚園園等等をを利利用用すするる児児童童にに対対ししてて、、施施設設等等利利用用給給

付付をを行行っったた。。

アア 施施設設型型給給付付費費のの支支弁弁状状況況

（（アア）） 認認定定ここどどもも園園 （（人人、、円円））

対対 象象 施施 設設 等等 年年間間延延べべ入入所所児児童童数数 給給 付付 費費

神神 和和 認認 定定 ここ どど もも 園園

エエ ンン ゼゼ ルル 認認 定定 ここ どど もも 園園

一一 粒粒 園園 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 認認 定定 ここ どど もも 園園

ひひ ろろ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

羽羽 場場 認認 定定 ここ どど もも 園園

ええ びび すす 認認 定定 ここ どど もも 園園

いい ずず みみ 認認 定定 ここ どど もも 園園

自自 由由 ケケ 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園

ああ けけ ぼぼ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

りり んん でで んん 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清心心緑緑がが丘丘認認定定ここどどもも園園

よよ かか わわ 認認 定定 ここ どど もも 園園

市市内内私私立立合合計計（（ 園園））

市市外外公公立立合合計計 （（ 園園））

市市外外私私立立合合計計（（ 園園））

合合計計 ＋＋ ＋＋ （（ 園園））

イイ 保保育育所所 （（人人、、円円））

対対 象象 施施 設設 等等 年年間間延延べべ入入所所児児童童数数 給給 付付 費費

市市外外公公立立合合計計（（ 園園））

市市外外私私立立合合計計（（ 園園））

合合計計 ＋＋ （（ 園園））

イイ 地地域域型型給給付付費費支支弁弁状状況況（（小小規規模模・・事事業業所所内内保保育育所所）） （（人人、、円円））

対対 象象 施施 設設 等等 年年間間延延べべ入入所所児児童童数数 給給 付付 費費

ししんんててつつ・・みみどどりりががおおかか保保育育園園

リリ トト ルル エエ ンン ゼゼ ルル

神神 和和 ひひ まま わわ りり ルル ーー ムム

小小規規模模保保育育所所 ひひろろのの保保育育園園

ささ くく らら んん ぼぼ 保保 育育 園園

小小規規模模保保育育所所 ええびびすすガガーーデデンン
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ポポ リリ ーー キキ ッッ ズズ ルル ーー ムム

市市内内私私立立合合計計（（ 園園））

市市外外私私立立合合計計（（ 園園））

合合計計 ＋＋ （（ 園園））

ウウ 施施設設等等利利用用給給付付支支弁弁状状況況 （（人人、、円円））

認認定定区区分分 延延べべ認認定定児児童童数数 給給 付付 費費

新新 号号認認定定児児童童

新新 号号認認定定児児童童

新新 号号認認定定児児童童

合合 計計

補補助助金金支支弁弁状状況況

アア 民民間間認認定定ここどどもも園園運運営営補補助助事事業業

民民間間認認定定ここどどもも園園のの健健全全運運営営推推進進ののたためめ民民間間認認定定ここどどもも園園運運営営補補助助金金をを交交付付しし、、児児童童のの福福

祉祉とと健健全全なな育育成成をを図図っったた。。

（（人人、、円円））

施施 設設 名名 年年間間延延べべ入入園園児児童童数数 交交 付付 額額

神神 和和 認認 定定 ここ どど もも 園園 （（ ））

エエ ンン ゼゼ ルル 認認 定定 ここ どど もも 園園 （（ ））

一一 粒粒 園園 認認 定定 ここ どど もも 園園 （（ ））

清清 心心 認認 定定 ここ どど もも 園園 （（ ））

ひひ ろろ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園 （（ ））

羽羽 場場 認認 定定 ここ どど もも 園園 （（ ））

ええ びび すす 認認 定定 ここ どど もも 園園 （（ ））

いい ずず みみ 認認 定定 ここ どど もも 園園 （（ ））

自自 由由 ケケ 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園 （（ ））

ああ けけ ぼぼ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園 （（ ））

りり んん でで んん 認認 定定 ここ どど もも 園園 （（ ））

清清 心心 緑緑 がが 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園 （（ ））

よよ かか わわ 認認 定定 ここ どど もも 園園 （（ ））

リリ トト ルル エエ ンン ゼゼ ルル （（ ））

神神 和和 ひひ まま わわ りり ルル ーー ムム （（ ））

小小規規模模保保育育所所 ひひろろのの保保育育園園 （（ ））

ささ くく らら んん ぼぼ 保保 育育 園園 （（ ））

小小規規模模保保育育所所 ええびびすすガガーーデデンン （（ ））

合合 計計（（ 園園）） （（ ））

※※入入所所児児童童延延数数欄欄のの（（ ））内内はは、、他他市市かかららのの受受託託児児童童数数 内内数数

イイ 障障ががいい児児入入所所委委託託保保育育施施設設補補助助事事業業

市市内内のの民民間間認認定定ここどどもも園園のの障障ががいい児児保保育育事事業業をを推推進進すするるたためめ、、障障害害児児入入園園委委託託認認定定ここどどもも

園園補補助助金金をを交交付付しし、、障障ががいい児児のの受受入入れれをを促促進進しし、、障障ががいい児児福福祉祉のの増増進進及及びび認認定定ここどどもも園園運運営営

のの健健全全化化をを図図っったた。。

施施 設設 名名
障障ががいい児児数数（（人人）） 交交 付付 額額

（（円円））特特児児 重重度度）） 特特児児 軽軽度度

神神 和和 認認 定定 ここ どど もも 園園

エエ ンン ゼゼ ルル 認認 定定 ここ どど もも 園園

一一 粒粒 園園 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 認認 定定 ここ どど もも 園園

ひひ ろろ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園
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羽羽 場場 認認 定定 ここ どど もも 園園

ええ びび すす 認認 定定 ここ どど もも 園園

いい ずず みみ 認認 定定 ここ どど もも 園園

自自 由由 ケケ 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園

ああ けけ ぼぼ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

りり んん でで んん 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 緑緑 がが 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園

よよ かか わわ 認認 定定 ここ どど もも 園園

合合 計計（（ 園園））

（（特特児児 重重度度 ：： 円円／／月月、、特特児児：： 円円／／月月、、軽軽度度：： 円円／／月月））

※※特特児児ととはは、、特特別別児児童童扶扶養養手手当当支支給給対対象象（（又又ははそそれれにに準準ずずるる））児児のの略略

※※障障ががいい児児数数のの（（ ））内内はは、、在在籍籍月月数数

ウウ 延延長長保保育育事事業業

保保護護者者のの就就労労形形態態のの多多様様化化等等にに伴伴いい、、保保育育時時間間のの延延長長にに対対すするる需需要要のの増増大大にに対対応応すするるたためめ、、

延延長長保保育育をを実実施施すするる施施設設にに補補助助金金をを交交付付しし、、子子育育てて環環境境のの整整備備とと児児童童のの福福祉祉のの向向上上をを図図っったた。。

（（保保育育標標準準時時間間））

施施 設設 名名
平平均均対対象象児児童童数数 ※※ （（人人／／週週平平均均）） 交交 付付 額額

（（円円））分分以以上上 １１時時間間以以上上

神神 和和 認認 定定 ここ どど もも 園園

エエ ンン ゼゼ ルル 認認 定定 ここ どど もも 園園

一一 粒粒 園園 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 認認 定定 ここ どど もも 園園

ひひ ろろ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

羽羽 場場 認認 定定 ここ どど もも 園園

ええ びび すす 認認 定定 ここ どど もも 園園

いい ずず みみ 認認 定定 ここ どど もも 園園

自自 由由 ケケ 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園

ああ けけ ぼぼ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

りり んん でで んん 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 緑緑 がが 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園

よよ かか わわ 認認 定定 ここ どど もも 園園

神神 和和 ひひ まま わわ りり ルル ーー ムム

小小規規模模保保育育所所ひひろろのの保保育育園園

合合 計計（（ 園園））

※※ 平平均均対対象象児児童童数数：：各各延延長長時時間間区区分分ににおおけけるる各各週週のの最最もも多多いい利利用用児児童童数数のの平平均均

（（保保育育短短時時間間）） （（人人、、円円））

施施 設設 名名 短短時時間間認認定定平平均均在在籍籍児児数数 ※※ 交交 付付 額額

神神 和和 認認 定定 ここ どど もも 園園

エエ ンン ゼゼ ルル 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 認認 定定 ここ どど もも 園園

ひひ ろろ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

羽羽 場場 認認 定定 ここ どど もも 園園

ええ びび すす 認認 定定 ここ どど もも 園園

いい ずず みみ 認認 定定 ここ どど もも 園園

自自 由由 ケケ 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園
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ああ けけ ぼぼ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

りり んん でで んん 認認 定定 ここ どど もも 園園

よよ かか わわ 認認 定定 ここ どど もも 園園

リリ トト ルル エエ ンン ゼゼ ルル

合合 計計（（ 園園））

※※ 短短時時間間認認定定平平均均在在籍籍児児数数：：毎毎月月のの短短時時間間認認定定在在籍籍児児童童数数のの合合計計÷÷

エエ 一一時時預預かかりり事事業業

一一時時預預かかりり保保育育をを実実施施すするる施施設設にに対対しし、、補補助助金金をを交交付付すするるここととにによよりり、、家家庭庭ににおおけけるる保保育育がが

断断続続的的にに困困難難なな児児童童及及びび緊緊急急一一時時的的にに保保育育をを必必要要ととすするる児児童童のの福福祉祉のの増増進進をを図図っったた。。

（（人人、、円円））

施施 設設 名名 年年間間延延べべ利利用用児児童童数数 交交 付付 額額

神神 和和 認認 定定 ここ どど もも 園園

エエ ンン ゼゼ ルル 認認 定定 ここ どど もも 園園

一一 粒粒 園園 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 認認 定定 ここ どど もも 園園

ひひ ろろ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

羽羽 場場 認認 定定 ここ どど もも 園園

ええ びび すす 認認 定定 ここ どど もも 園園

いい ずず みみ 認認 定定 ここ どど もも 園園

自自 由由 ケケ 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園

ああ けけ ぼぼ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

りり んん でで んん 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 緑緑 がが 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園

よよ かか わわ 認認 定定 ここ どど もも 園園

合合 計計（（ 園園））

オオ 保保育育教教諭諭処処遇遇改改善善補補助助金金

民民間間認認定定ここどどもも園園及及びび小小規規模模保保育育施施設設ににおおけけるる保保育育教教諭諭及及びび保保育育士士のの処処遇遇をを改改善善しし、、児児童童

のの福福祉祉とと健健全全なな育育成成をを図図るるここととをを目目的的ととししてて、、保保育育教教諭諭等等のの処処遇遇改改善善をを行行うう施施設設にに対対しし、、補補

助助金金をを交交付付ししたた。。

（（人人、、円円））

施施 設設 名名 対対象象保保育育教教諭諭数数 交交 付付 額額

神神 和和 認認 定定 ここ どど もも 園園

エエ ンン ゼゼ ルル 認認 定定 ここ どど もも 園園

一一 粒粒 園園 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 認認 定定 ここ どど もも 園園

ひひ ろろ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

羽羽 場場 認認 定定 ここ どど もも 園園

ええ びび すす 認認 定定 ここ どど もも 園園

いい ずず みみ 認認 定定 ここ どど もも 園園

自自 由由 ケケ 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園

ああ けけ ぼぼ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

りり んん でで んん 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 緑緑 がが 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園

よよ かか わわ 認認 定定 ここ どど もも 園園

神神 和和 ひひ まま わわ りり ルル ーー ムム

リリ トト ルル エエ ンン ゼゼ ルル
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小小規規模模保保育育所所ひひろろのの保保育育園園

ささ くく らら んん ぼぼ 保保 育育 園園

小小規規模模保保育育所所ええびびすすガガーーデデンン

合合 計計（（ 園園））

カカ 特特定定教教育育・・保保育育施施設設給給食食費費補補填填補補助助事事業業

特特定定教教育育・・保保育育施施設設等等ににおおいいてて提提供供さされれるる給給食食にに係係るる費費用用ににつついいてて、、児児童童のの在在籍籍施施設設ままたた

はは保保護護者者にに補補助助金金をを交交付付すするるここととにによよりり、、 歳歳児児以以上上のの 号号、、 号号並並びびにに新新 号号・・新新 号号認認定定児児

童童保保護護者者のの経経済済的的負負担担軽軽減減をを図図っったた。。 （（人人、、円円））

施施 設設 名名 延延べべ対対象象児児童童数数 交交 付付 額額

神神 和和 認認 定定 ここ どど もも 園園

エエ ンン ゼゼ ルル 認認 定定 ここ どど もも 園園

一一 粒粒 園園 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 認認 定定 ここ どど もも 園園

ひひ ろろ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

羽羽 場場 認認 定定 ここ どど もも 園園

ええ びび すす 認認 定定 ここ どど もも 園園

いい ずず みみ 認認 定定 ここ どど もも 園園

自自 由由 ケケ 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園

ああ けけ ぼぼ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

りり んん でで んん 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 緑緑 がが 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園

よよ かか わわ 認認 定定 ここ どど もも 園園

小小 計計（（ 園園））

上上記記以以外外のの市市内内施施設設（（ 園園））

市市外外代代理理受受領領施施設設（（ 園園））

保保護護者者償償還還払払いい（（ 人人））

小小 計計

合合 計計

２２ 保保育育者者研研修修事事業業

保保育育者者研研修修（（合合同同研研修修会会、、保保育育実実践践研研修修会会、、人人権権研研修修会会、、特特別別支支援援研研修修会会））

教教育育・・保保育育のの質質ををささららにに向向上上すするるたためめにに、、市市内内すすべべててのの公公立立・・民民間間のの幼幼稚稚園園教教諭諭、、保保育育教教諭諭

及及びび保保育育士士をを対対象象にに、、「「三三木木市市就就学学前前教教育育・・保保育育共共通通カカリリキキュュララムム」」にに基基づづいいたた研研修修をを実実施施しし

たた。。

研研 修修 会会 講講 師師 場場所所 開開催催日日
開開催催

回回数数
人人数数

保保育育者者

合合同同研研修修会会

一一般般社社団団法法人人 家家族族・・保保育育デデザザイイ

ンン研研究究所所

代代表表理理事事 汐汐見見 稔稔幸幸氏氏

三三木木市市立立

三三木木南南交交流流セセンンタターー
月月 日日

人人

※※

人人権権研研修修会会
神神戸戸 学学院院

講講師師 福福井井 武武司司 氏氏

三三木木市市立立

教教育育セセンンタターー
月月 日日 人人

特特別別支支援援

研研修修会会

（（巡巡回回相相談談））

県県立立ここどどもも発発達達支支援援セセンンタターー

作作業業療療法法士士 岡岡田田 ああずずささ氏氏

臨臨床床心心理理士士 三三木木 伸伸子子氏氏

三三木木市市立立教教育育セセンンタターー

主主査査兼兼指指導導主主事事 荒荒田田 真真吾吾氏氏

各各施施設設 月月～～ 月月
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家家庭庭支支援援

研研修修会会

（（巡巡回回訪訪問問））

兵兵庫庫大大学学 教教授授 保保育育ソソーーシシャャルル

ワワーーカカーー 田田邉邉 哲哲雄雄氏氏
各各施施設設 月月～～ 月月

※※保保育育者者合合同同研研修修会会ににつついいててはは、、 人人ののううちち保保育育者者ととししてて 人人がが受受講講ししたた。。

キキャャリリアアアアッッププ研研修修

当当研研修修はは、、県県かからら「「保保育育士士等等キキャャリリアアアアッッププ研研修修」」のの指指定定をを受受けけてて実実施施すするるももののでで、、市市内内のの

全全保保育育教教諭諭等等をを対対象象にに希希望望をを募募りり、、三三木木市市保保育育協協会会にに委委託託ししてて行行っったた。。

研研修修分分野野 講講師師 場場所所 開開催催日日 人人数数

障障害害児児保保育育

関関西西国国際際大大学学

准准教教授授 松松本本 恵恵美美子子 氏氏
三三木木市市文文化化会会館館 月月 日日 人人

神神戸戸親親和和女女子子大大学学

教教授授 佐佐藤藤 智智恵恵 氏氏
三三木木市市役役所所 月月 日日 人人

発発達達支支援援室室ゆゆららんんここ

指指導導員員 新新井井 幸幸子子 氏氏
三三木木市市役役所所 月月 日日 人人

関関西西国国際際大大学学

准准教教授授 松松本本 恵恵美美子子 氏氏
三三木木市市役役所所 月月 日日 人人

保保護護者者支支援援・・

子子育育てて支支援援

関関西西国国際際大大学学

准准教教授授 松松本本 恵恵美美子子 氏氏

三三木木市市立立

教教育育セセンンタターー
月月 日日 人人

関関西西国国際際大大学学

准准教教授授 松松本本 恵恵美美子子 氏氏

三三木木市市立立

教教育育セセンンタターー
月月 日日 人人

大大阪阪総総合合保保育育大大学学

学学長長 大大方方 美美香香 氏氏

三三木木市市

中中央央公公民民館館
月月 日日 人人

３３ 三三木木市市特特定定教教育育・・保保育育施施設設のの評評価価及及びび監監査査

市市内内のの特特定定教教育育・・保保育育施施設設のの教教育育・・保保育育のの質質のの向向上上及及びび運運営営のの適適正正化化をを図図るるたためめ、、三三木木市市特特定定

教教育育・・保保育育施施設設のの評評価価及及びび監監査査にに関関すするる条条例例にに基基づづきき、、市市独独自自にに第第三三者者にによよるる評評価価及及びび監監査査をを実実

施施ししたた。。

三三木木市市特特定定教教育育・・保保育育施施設設評評価価

評評価価実実施施施施設設数数 内内 容容 評評価価実実施施日日 評評価価者者

公公立立幼幼稚稚園園 園園

民民間間認認定定ここどどもも園園 園園

保保護護者者アアンンケケーートト

職職員員自自己己評評価価

施施設設自自己己評評価価

目目標標達達成成計計画画

評評価価者者にによよるる評評価価

月月～～ 月月

関関西西国国際際大大学学

教教授授 百百瀬瀬 和和夫夫 氏氏

兵兵庫庫教教育育大大学学

准准教教授授 鈴鈴木木 正正敏敏 氏氏

株株 ココーーポポレレーーシショョンン

評評価価のの基基準準はは次次のの 点点ととしし、、令令和和 年年度度はは、、アアイイウウオオケケのの５５項項目目ににつついいててススポポッットト評評価価をを実実施施

ししたた。。

アア 心心のの育育ちちをを優優先先しし、、生生ききるる力力のの基基礎礎をを育育むむ教教育育・・保保育育

イイ 異異年年齢齢集集団団ででのの遊遊びびやや生生活活をを通通ししてて社社会会性性をを培培うう教教育育・・保保育育

ウウ 自自尊尊感感情情をを育育むむととととももにに豊豊かかなな人人権権感感覚覚をを養養うう教教育育・・保保育育

エエ 教教育育・・保保育育のの保保護護者者へへのの説説明明

オオ 保保育育者者のの資資質質のの向向上上ののたためめのの取取組組

カカ 地地域域ととのの交交流流とと連連携携・・子子育育てて拠拠点点ととししててのの取取組組

キキ 地地域域ににおおいいてて子子育育てて支支援援をを行行うう団団体体ととのの連連携携

クク 小小学学校校ととのの連連携携

ケケ 安安全全管管理理

三三木木市市特特定定教教育育・・保保育育施施設設監監査査

アア 監監査査対対象象数数及及びび監監査査方方法法

外外部部のの監監査査専専門門官官及及びび市市担担当当課課職職員員にによよりり、、市市内内のの特特定定教教育育・・保保育育施施設設 かか所所をを対対象象にに、、

県県のの保保育育所所及及びび認認定定ここどどもも園園チチェェッッククリリスストト、、三三木木市市特特定定教教育育・・保保育育施施設設自自己己点点検検・・自自己己評評

価価チチェェッッククシシーートトのの各各項項目目等等にによよりり書書面面監監査査をを実実施施しし、、ううちち民民間間認認定定ここどどもも園園 施施設設、、公公立立幼幼
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稚稚園園 施施設設、、公公立立保保育育所所 施施設設にに対対しし実実地地監監査査をを実実施施ししたた。。

次次のの 項項目目をを最最重重要要監監査査事事項項ととししたた。。

（（アア）） 法法人人運運営営及及びび施施設設運運営営のの適適正正化化のの推推進進（（会会計計処処理理、、書書類類保保管管等等））

（（イイ）） 施施設設運運営営のの適適正正化化のの推推進進

（（ウウ）） 適適切切なな利利用用者者支支援援のの確確保保

（（エエ）） 食食事事のの提提供供

（（オオ）） 必必要要なな職職員員のの確確保保、、職職員員処処遇遇のの充充実実、、人人材材育育成成のの推推進進

（（カカ）） 地地域域ににおおけけるる子子育育てて支支援援のの充充実実

イイ 確確認認指指導導監監査査ににおおけけるる集集合合指指導導

特特定定教教育育・・保保育育ななどどのの質質のの向向上上とと教教育育・・保保育育給給付付費費のの適適正正化化をを図図るるたためめ、、教教育育・・保保育育給給付付

確確認認指指導導ににおおけけるる集集団団指指導導及及びび条条例例にに基基づづくく監監査査ににおおけけるる集集合合監監査査（（全全体体研研修修のの一一部部））のの位位

置置づづけけととししてて三三木木市市内内のの特特定定教教育育・・保保育育施施設設のの施施設設長長及及びび実実務務者者をを対対象象にに説説明明会会をを開開催催ししたた。。

（（アア）） 説説明明会会のの名名称称

令令和和 年年度度三三木木市市教教育育・・保保育育給給付付にに係係るる実実務務者者説説明明会会

（（イイ）） 内内容容

時時間間目目 教教育育・・保保育育給給付付ののおおささららいい 分分

時時間間目目 各各種種加加算算ににつついいてて 分分

時時間間目目 新新規規事事由由とと起起点点賃賃金金水水準準 分分

時時間間目目 今今年年度度のの様様式式ににつついいてて 分分

（（ウウ）） 開開催催方方法法

録録画画配配信信型型 説説明明会会をを事事前前にに収収録録しし、、動動画画デデーータタをを視視聴聴ささせせるる方方法法

４４ 保保育育教教諭諭等等のの確確保保策策

市市内内のの教教育育・・保保育育施施設設ににおおいいてて保保育育教教諭諭等等をを確確保保すするるここととをを目目的的ととししてて、、教教育育・・保保育育施施設設にに就就

業業すするるここととをを希希望望すするる学学生生やや社社会会人人等等をを対対象象にに、、市市内内へへのの就就職職へへととつつななががるる事事業業をを行行っったた。。

集集ままれれ！！ 保保育育教教諭諭ののたたままごごたたちち体体験験事事業業（（アアルルババイイトト））

市市内内のの教教育育・・保保育育施施設設にに就就業業すするるここととをを希希望望すするる学学生生にに対対しし、、保保育育補補助助活活動動のの機機会会をを提提供供しし

たた。。ままたた、、市市内内のの社社会会福福祉祉法法人人及及びび学学校校法法人人がが運運営営すするる民民間間認認定定ここどどもも園園にに対対しし、、学学生生等等にに支支

払払うう賃賃金金相相当当分分をを補補助助ししたた。。

アア 公公立立施施設設

施施設設名名 実実施施人人数数 実実施施期期間間 支支払払額額

緑緑 がが 丘丘 東東 幼幼 稚稚 園園 人人 ・・ ・・ ・・ ・・ 月月 円円

志志 染染 保保 育育 所所 人人 月月 円円

イイ 民民間間施施設設

施施設設名名 実実施施人人数数 実実施施期期間間 補補助助額額

神神 和和 認認 定定 ここ どど もも 園園 人人 ・・ 月月 円円

エエンンゼゼルル認認定定ここどどもも園園 人人 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 月月 円円

一一 粒粒 園園 認認 定定 ここ どど もも 園園 人人 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 月月 円円

清清 心心 認認 定定 ここ どど もも 園園 人人 ・・ 月月 円円

ひひ ろろ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園 人人 ・・ 月月 円円

羽羽 場場 認認 定定 ここ どど もも 園園 人人 ・・ 月月 円円

ええ びび すす 認認 定定 ここ どど もも 園園 人人 ・・ ・・ ・・ ・・ 月月 円円

いい ずず みみ 認認 定定 ここ どど もも 園園 人人 ・・ ・・ ・・ ・・ 月月 円円

自自由由ケケ丘丘認認定定ここどどもも園園 人人 ・・ 月月 円円

ああけけぼぼのの認認定定ここどどもも園園 人人 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 月月 円円

りりんんででんん認認定定ここどどもも園園 人人 ・・ ・・ ・・ 月月 円円
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よよ かか わわ 認認 定定 ここ どど もも 園園 人人 ・・ 月月 円円

修修学学資資金金制制度度

保保育育教教諭諭等等をを目目指指ししてて大大学学やや専専門門学学校校にに進進学学しし、、卒卒業業後後市市内内のの認認定定ここどどもも園園等等でで就就職職ししよようう

ととすするる学学生生にに対対ししてて、、在在学学中中のの勉勉学学とと生生活活ををササポポーートトしし、、充充実実ししたた学学生生生生活活をを送送れれるるよようう、、修修

学学資資金金をを最最長長 年年間間、、月月額額 万万 千千円円（（年年間間 万万円円））貸貸与与ししたた。。

貸貸与与ししたた修修学学資資金金はは、、大大学学等等をを卒卒業業後後、、保保育育教教諭諭等等ととししてて市市内内のの教教育育・・保保育育施施設設にに連連続続ししてて

年年以以上上勤勤務務ししたた場場合合にに、、返返還還をを免免除除ししたた。。

年年度度
修修学学資資金金

全全利利用用者者

年年度度内内

貸貸与与者者
貸貸与与金金額額

返返還還猶猶予予者者

（（学学生生））

返返還還猶猶予予者者

（（就就職職者者））
返返還還者者

返返還還免免除除者者

（（市市内内 年年

勤勤務務済済））

人人 人人 円円 人人 人人

人人 人人 円円 人人 人人 人人

人人 人人 円円 人人 人人 人人

人人 人人 円円 人人 人人 人人

人人 人人 円円 人人 人人 人人

人人 人人 円円 人人 人人 人人

人人 人人 円円 人人 人人 人人 人人

人人 人人 円円 人人 人人 人人 人人

みみっっききぃぃ保保育育教教諭諭登登録録制制度度

保保育育者者ととししててのの資資格格やや経経験験をを持持ちち、、即即戦戦力力ととななるる潜潜在在保保育育教教諭諭をを発発掘掘すするるたためめ、、幼幼稚稚園園教教諭諭

免免許許やや保保育育士士資資格格をを持持つつ方方ののたためめのの登登録録制制度度をを実実施施ししてていいるる。。潜潜在在保保育育教教諭諭のの希希望望をを活活かかししたた

働働きき方方をを推推進進ししななががらら、、市市内内のの就就学学前前教教育育・・保保育育施施設設ににおおけけるる保保育育教教諭諭等等のの確確保保ににつつななげげるるここ

ととをを目目的的ととししてておおりり、、登登録録がが受受理理さされれたた方方ににはは謝謝礼礼ととししてて カカーードド 円円分分をを贈贈呈呈ししたた。。まま

たた、、希希望望者者にに就就業業体体験験やや就就職職斡斡旋旋をを行行っったた。。

年年度度 登登録録者者数数 就就業業体体験験者者数数
就就職職者者数数

市市内内園園 市市外外園園 そそのの他他

人人 人人 人人 人人 人人

５５ 「「三三木木市市幼幼保保一一体体化化計計画画」」のの見見直直しし

令令和和 年年度度のの計計画画のの見見直直しし後後、、毎毎年年、、就就学学前前児児童童のの人人口口推推計計並並びびにに入入園園希希望望者者数数とと就就園園児児童童数数をを

調調査査しし、、令令和和 年年度度ににはは、、以以下下ののととおおりり利利用用調調整整 園園とと幼幼稚稚園園 園園のの閉閉園園をを行行っったた。。

園園所所名名 時時期期 実実施施内内容容 理理由由

清清心心緑緑がが丘丘認認定定ここどどもも園園
認認可可・・利利用用定定員員増増

→→ 人人

過過去去 年年間間のの平平均均在在籍籍児児童童数数がが常常にに

定定員員をを超超過過ししてておおりり、、地地域域のの状状況況にに

合合わわなないいたためめ

いいずずみみ認認定定ここどどもも園園
利利用用定定員員減減

→→ 人人

今今後後地地域域のの児児童童数数のの増増加加がが見見込込めめなな

いいたためめ

三三木木市市立立緑緑がが丘丘東東幼幼稚稚園園 閉閉園園 幼幼保保一一体体化化計計画画にによよるる

三三木木市市立立広広野野幼幼稚稚園園 閉閉園園 幼幼保保一一体体化化計計画画にによよるる

６６ 放放課課後後児児童童健健全全育育成成（（アアフフタターーススククーールル））事事業業

昼昼間間、、保保護護者者等等がが労労働働ななどどにによよりり家家庭庭ににいいなないい児児童童をを対対象象にに、、遊遊びびとと生生活活のの場場をを与与ええ、、健健全全なな

育育成成をを図図るるここととをを目目的的にに、、放放課課後後児児童童健健全全育育成成（（アアフフタターーススククーールル））事事業業にに係係るる計計画画方方針針、、施施設設

のの整整備備・・維維持持管管理理、、運運営営指指導導、、運運営営管管理理、、従従事事職職員員等等のの研研修修、、労労務務管管理理、、調調査査・・研研究究・・統統計計、、相相

談談業業務務及及びび庶庶務務業業務務をを行行っったた。。受受入入れれはは、、市市内内全全ててのの小小学学校校区区でで行行っったた。。
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アアフフタターーススククーールルのの状状況況

（（令令和和 年年 月月 日日現現在在））

名名 称称 開開設設場場所所 定定員員

入入所所児児童童数数（（※※））

運運営営 委委託託先先内内

延延長長保保育育

内内

高高学学年年

内内

障障ががいい児児

緑緑がが丘丘 緑緑がが丘丘小小敷敷地地内内 直直営営 －－

よよかかわわ 吉吉川川小小内内 直直営営 －－

小小計計 直直営営 かか所所

三三 樹樹 三三樹樹小小内内 委委託託
社社会会福福祉祉法法人人

神神和和福福祉祉会会

平平 田田 旧旧平平田田幼幼 委委託託
社社会会福福祉祉法法人人

釜釜 城城 会会

三三 木木 三三木木小小内内 委委託託
社社会会福福祉祉法法人人

ええびびすす福福祉祉会会

別別 所所
別別所所小小内内

別別所所小小敷敷地地内内
委委託託

社社会会福福祉祉法法人人

羽羽場場福福祉祉会会

志志 染染 志志染染小小内内 委委託託
社社会会福福祉祉法法人人

真真生生福福祉祉会会

口口吉吉川川 旧旧口口吉吉川川幼幼 委委託託
社社会会福福祉祉法法人人

白白 水水 会会

豊豊 地地 豊豊地地小小敷敷地地内内 委委託託
社社会会福福祉祉法法人人

白白 水水 会会

緑緑がが丘丘東東 緑緑がが丘丘東東小小敷敷地地内内 委委託託
社社会会福福祉祉法法人人

正正 志志 会会

自自由由がが丘丘 自自由由がが丘丘小小内内 委委託託
社社会会福福祉祉法法人人

自自由由ケケ丘丘福福祉祉会会

自自由由がが丘丘東東 旧旧自自由由がが丘丘東東幼幼 委委託託
社社会会福福祉祉法法人人

真真生生福福祉祉会会

広広 野野 広広野野小小内内 委委託託
社社会会福福祉祉法法人人

ししじじみみ福福祉祉会会

小小計計 委委託託 かか所所

合合計計 直直営営＋＋委委託託 かか所所

※※上上記記のの入入所所児児童童数数にに春春休休みみ限限定定児児童童数数はは含含ままなないい。。

緑緑がが丘丘東東アアフフタターーススククーールルのの移移転転

令令和和 年年度度以以降降のの児児童童受受入入れれ体体制制をを整整ええるるたためめ、、緑緑がが丘丘東東アアフフタターーススククーールルのの開開設設場場所所をを令令

和和 年年度度でで閉閉園園ととななるる緑緑がが丘丘東東幼幼稚稚園園へへ移移転転すするるたためめのの準準備備をを進進めめたた。。

アア 施施設設内内トトイイレレ設設備備のの一一部部改改修修

イイ 備備品品、、事事務務用用品品等等のの移移動動

ウウ 保保護護者者等等へへのの説説明明、、周周知知

８８ 物物価価高高騰騰対対策策緊緊急急支支援援事事業業（（令令和和 年年度度補補正正））

物物価価高高騰騰のの影影響響をを受受けけてていいるる民民間間のの保保育育施施設設等等にに対対しし、、光光熱熱費費等等のの価価格格上上昇昇分分のの一一部部をを支支援援すす

るるここととでで保保育育施施設設のの継継続続的的・・安安定定的的ななササーービビスス提提供供をを図図るるここととをを目目的的ととししてて、、補補助助金金をを交交付付ししたた。。

（（人人、、円円））

７７
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施施 設設 名名 認認可可（（届届出出））定定員員 交交 付付 額額

神神 和和 認認 定定 ここ どど もも 園園

エエ ンン ゼゼ ルル 認認 定定 ここ どど もも 園園

一一 粒粒 園園 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 認認 定定 ここ どど もも 園園

ひひ ろろ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

羽羽 場場 認認 定定 ここ どど もも 園園

ええ びび すす 認認 定定 ここ どど もも 園園

いい ずず みみ 認認 定定 ここ どど もも 園園

自自 由由 ケケ 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園

ああ けけ ぼぼ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園

りり んん でで んん 認認 定定 ここ どど もも 園園

清清 心心 緑緑 がが 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園

よよ かか わわ 認認 定定 ここ どど もも 園園

神神 和和 ひひ まま わわ りり ルル ーー ムム

リリ トト ルル エエ ンン ゼゼ ルル

小小規規模模保保育育所所ひひろろのの保保育育園園

ささ くく らら んん ぼぼ 保保 育育 園園

小小規規模模保保育育所所ええびびすすガガーーデデンン

小小 計計（（ 園園））

上上記記以以外外のの市市内内施施設設（（ 園園））

合合 計計

９９ 新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対策策

就就学学前前施施設設（（保保育育所所、、認認定定ここどどもも園園等等））にに対対ししてて、、ココロロナナ禍禍ににおおけけるる衛衛生生対対策策ととししてて、、使使用用済済

みみおおむむつつのの処処分分をを目目的的ととすするるごごみみ箱箱のの設設置置をを実実施施すするるととととももにに、、民民間間施施設設にに対対ししてて補補助助金金をを交交付付

しし、、ごごみみ箱箱のの設設置置ににかかかかるる費費用用をを助助成成ししたた。。

使使用用済済みみおおむむつつ廃廃棄棄用用ごごみみ箱箱のの購購入入（（公公立立施施設設））

施施 設設 名名 購購 入入 物物 品品 備備品品購購入入金金額額（（円円））

別別 所所 認認 定定 ここ どど もも 園園
室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

屋屋外外用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

志志 染染 保保 育育 所所
室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

屋屋外外用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

使使用用済済みみおおむむつつ廃廃棄棄用用ごごみみ箱箱のの購購入入にに対対すするる補補助助

施施 設設 名名 購購 入入 物物 品品 交交 付付 額額（（円円））

エエ ンン ゼゼ ルル 認認 定定 ここ どど もも 園園
室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

屋屋外外用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

一一 粒粒 園園 認認 定定 ここ どど もも 園園
室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

屋屋外外用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

清清 心心 認認 定定 ここ どど もも 園園
室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

屋屋外外用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

ひひ ろろ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園
室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

屋屋外外用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

羽羽 場場 認認 定定 ここ どど もも 園園
室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

屋屋外外用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

ええ びび すす 認認 定定 ここ どど もも 園園 室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

いい ずず みみ 認認 定定 ここ どど もも 園園
室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

屋屋外外用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

８８
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自自 由由 ケケ 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園
室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

屋屋外外用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

ああ けけ ぼぼ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園
室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

屋屋外外用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

りり んん でで んん 認認 定定 ここ どど もも 園園 屋屋外外用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

清清 心心 緑緑 がが 丘丘 認認 定定 ここ どど もも 園園
室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

屋屋外外用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

よよ かか わわ 認認 定定 ここ どど もも 園園
室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

屋屋外外用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

リリ トト ルル エエ ンン ゼゼ ルル 室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

小小規規模模保保育育所所ひひろろのの保保育育園園 室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

ささ くく らら んん ぼぼ 保保 育育 園園 室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

小小規規模模保保育育所所ええびびすすガガーーデデンン 室室内内用用ごごみみ箱箱（（ 基基））

合合 計計（（ 園園））

１１００ 子子どどもものの送送迎迎用用ババスス安安全全装装置置設設置置事事業業

送送迎迎用用ババススへへのの安安全全装装置置のの設設置置がが義義務務化化さされれたたここととをを受受けけ、、市市直直営営運運行行のの認認定定ここどどもも園園のの送送迎迎

ババススにに安安全全装装置置をを設設置置すするるととととももにに、、民民間間認認定定ここどどもも園園にに対対しし補補助助金金をを交交付付しし、、通通園園用用自自動動車車

へへ安安全全装装置置をを設設置置すするる費費用用をを助助成成ししたた。。

安安全全装装置置のの設設置置（（市市直直営営運運行行））

施施 設設 名名 通通園園用用自自動動車車台台数数 備備品品購購入入金金額額（（円円））

よよ かか わわ 認認 定定 ここ どど もも 園園 台台

安安全全装装置置のの設設置置にに対対すするる補補助助

施施 設設 名名 通通園園用用自自動動車車台台数数 交交 付付 額額（（円円））

いい ずず みみ 認認 定定 ここ どど もも 園園 台台

ああ けけ ぼぼ のの 認認 定定 ここ どど もも 園園 台台

合合 計計（（ 園園））
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